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学部入学式における総長のことば
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研 究 科 ｜修士課程 ｜博土後期課程
文学研究科 ｜ 65名｜ 7名
教育学研究科 ｜
法学研究科 ｜ 1 
経済学研究科 ｜ 1 
理学研究科 126 9 
｜医学研究科 I- ♂一 1 ~ 
薬学研究科 f 21 I 4 
工学研究科 544 I 1 
段学研究科 106 6 
計 I 918 I 104 
（注）医学研究科にあっては，博士課密である。
医療技術短期大学部の入学式
医療技術短期大学部では， 4月10日（木）午前
10時から，本短期大学部大講義室において来賓 ・
父兄等臨席のもとに昭和55年度入学式を挙行し
Tこ。
式典は，「学長のことば」に始まり 「主事のこ
とば」続いて早石修医学部長および塚原勇医
学部附属病院長の祝辞が述べられ午前10時25分終
了した。
今年度の新入生は， 看護学科80名， 衛生技術学
科41名，専攻科助産学特別専攻20名で計141名で
ある。
薬学部長
（医療技術短期大学部）
部局長の交替
5月1日，中垣正幸薬学部長の任期満了に伴
い，その後任として高木博司薬学部教度（薬理学
講座担当）が任命された。任期は，昭和57年4月
30日までである。
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防災研究所・鳥取微小地震観
測所，北陸微小地震観測所
鳥取，北陸の2か所の微小地震観測所は，わが
国の「地震予知研究計画」に基づいて，防災研究
所附属施設として，それぞれ昭和39年および45年
に設立されたものである。
正曜に云＼｛＿ば， 「地震予地研究計画」の発足し
たのは昭和40年であるから，鳥取微小地震観測所
（鳥取市円護寺公園墓地内）の設立はその 1年以
前ということになる。昭和39年度には，鳥取観測
所のほかに，東京大学地震研究所附属和歌山微小
地震観測所が同時に設立された。鳥取や和歌山は
地震学上興味のある場所であって，戦前から，特
に京都大学の研究者によって注目され，地震や地
殻変動η観測が盛んに行なわれてきた地域であっ
た。いわば，地震予知計画誕生のための温床とも
いえ1る場所である。したがって，この地に，地震
予知計画に先立つてこの2か所の微小地震観測所
が置かれたことは決して偶然ではなく，地震予知
研牢のパイオニアとしての役割が期待されたので
あろう。事実この2観測所は，観測網による微小
地震の常時観測という困難な仕事を進め，わが国
の微小地震および、地震予知研究の先頭に立って来
たと云って差支えなかろう。特に，鳥取微小地震
観測所の昭和40年観測開始以来現在まで15年間に
わたる微小地震観測記録は，微小地震に
関する均質な観測記録としては，文字通
り世界唯一のものであって高い評価が与
えられている。鳥取観測所では，微小地震
のほかにプロトン磁力計による全磁力観
測を10年以上続けており，地震予知を目
差した地磁気研究の関西における中心で
ある。
北陸微小地震観測所（福井県鯖江市下
新庄町下北山29）は，石川，福井，岐阜，
滋賀の諸県にまたがる北陵地域を対象と
して設立された。北陸地域は，山陰，丹
後，若狭湾岸につながって，古来大地震
の多く発生して来た場所であるが，それ
故に，根尾谷，花折，柳ケ瀬，鏑木など
の大きな断層が集中する場所でもある。すなわ
ち，北陸地域は地震活動，地殻変動，新しい造構
造運動など，いわゆる地殻活動の典型的に現われ
ている場所であるということができる。したがっ
て，この観測所は設立当初から，微小地震だけで
なく地殻変動の観測や各種の地震計を用いての広
帯域広ダイナミックレンジ観測を行なうべく計画
された。そのため，鯖江市の観測所庁舎に隣接
して，地下坑道観測室が設けられている。
昭和50年度，鳥取微小地震観測所の観測網（鹿
野，智頭，三日月，泉，氷上，大屋の7観測室）
および北陸微小地震観測所の観測網（福井，小
松，勝山，今庄，浅井，美浜の6観測室）は専用
電話回線によってテレメーター化され，現在で
は，観測所にあって管下の地震活動を刻々把撮で
きるようになった。また，昭和54年～58年の「第4
次地震予知5年計画」期間中に，これらの微小地
震観測結果はすべて自動処理され，テレメーター
によって，東大地震研究所地震予知観測情報セン
ターに集められることになる。
両観測所のような地震予知関係の観測所は，人
員的には極めて小規模のもので，ほとんどが助予
1名，技官1名（一部の観測所では2名）であ
る。したがって，現地で観測に従事するこれら所
員の苦労は並大抵のものではない。大学の地展予
知研究の発展は，これらの観測所員連の努力に負
うところが大である。
（防災研究所）
鳥取微小地震観測所・テレメー ター 観測l設備
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